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多文化カフェ　　取材日：9月26日（日）
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（KIFA）

　KIFA ボランティアグループの生活情報提供チーム
が取り組む、第 1回の多文化カフェが開催されました。
外国人と日本人が気軽に交流や話ができる場を作りた
いということで企画されました。当日、ゲスト（外国
人参加者）は 7名で、申込時に聞いていた興味分野か
ら 3つにグループ分けをしました。Aグループはアニ
メ・ゲームなど、Bグループは旅行・スポーツなど、
Cグループは料理・オリンピックなどでした。生活情
報提供チームのボランティアがホストとなり、各グ
ループに 2名ずつ入って会話が始まりました。
　Aグループは中国とメキシコの男性。お二人は日本
語力に差があったようですが、アニメは共通の関心事
で、『トップをねらえ！』や『ドラゴンボール』など
具体的な名前を出しながらアニメ歴を披露していまし
た。初音ミク（音声合成ソフト）の話題にはホストの
側がよくわからず、世代間格差を感じた次第です。
　Bグループは香港とミャンマーの女性。ホストは、
小平市の地図をひろげながら観光案内し、話題を提供

していました。ミャンマーの女性は旅行好きらしく、
京都や北海道に行きたいとの希望が聞かれました。
　Cグループはタイ人と中国人と、子ども二人を連れ
たウズベキスタンの男性でした。上のお子さんは来春
小学生で、これから入学の手続きをするそうです。中
国の男性からは、来日前は日本人の悪い話も聞いてい
たが、実際に来てみるとフレンドリーであることがわ
かった、という話もありました。
　カフェは 1時間 30 分で終了し、その後チームの反
省会を行いました。各グループに入ったホストから感
想が出され、「もう少し時間が長くてもよい」「楽しい
会になった」「グループ分けが良かった」など前向き
な発言が多く聞かれました。カフェの狙いである生活
上の相談があまり出されなかったのは、これからの課
題かもしれません。惜しむらくは、緊急事態宣言下、
カフェと言いながらお茶も出せなかったこと。次回は
ぜひ、カフェらしい雰囲気で会話が盛り上がることを
期待したいものです。



　第二部は今年度実施された小平市の外国籍住民調査の
結果報告と、「多文化共生」におけるKIFAの各ボランティ
アグループの取組み紹介でした。
　まず、白梅学園短期大学の瀧口優教授が行った「2021
年小平市の外国籍住民調査」の結果報告によると、回答
者の7割強からは我々の小平市は住みやすい街と認識さ
れています。回答者の過半数は「学習」の理由で来日し、
次に「仕事」「結婚」などの理由が来ます。現在小平市に
定住する外国人は、留学生が多いことが分かりました。ま
た、多くの回答者から「日本人の友達を作りたい」とい
う声が聞かれました。外国籍住民にとって小平市は衣食
住で住みやすいと評価されているが、次の一歩として、
KIFAは彼らに多くの日本人と交流できる「場」を提供す

ることが求めら
れています。
　KIFA は 設 立
から 30 年余り、
多くの ボ ラン
ティアの協力を
得ながら活動し

　心地よく晴れた11月末の日曜日、『みんなで考えよう小
平の多文化共生』というテーマでのシンポジウムが、会場
とオンラインの同時配信で開かれました。これは昨年来コ
ロナ禍のために開催できなくなっているこだいら国際交流
フェスティバルに代わる行事でした。また、来年度から一
般社団法人として運営体制刷新を図るKIFAの今後の活
動への提言を創り出す集いでもあったようです。
　理事長開会の辞のあと、ピッチフォード理絵さんの基調
講演がおこなわれました。ピッチフォードさんは、福生市
のNPO法人青少年自立援助センターで、外国にルーツを
持つ子どもたちへの就学支援を続けられています。
　「“多文化共生”ってなんだろう？」という主題を、ピッ
チフォードさんの長年にわたる活動経験や福生の一市民
としての体験に基づく具体例をまじえてわかりやすく話さ
れ、参加者も相槌を打ちながら聞き入っていました。
　「国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを
認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構
成員として共に生きていくこと」というのが総務省による
多文化共生の定義ですが、まず「違い」を認めるとともに
「同じ」を見つけることが大切です。外国人も日本人も地

てきました。その中で、日本語会話教室とこども日本語・
学習支援教室は生活者と年少者の支援を担っています。
日本語学校などと違い会話能力を養うことはKIFAの日
本語教室のねらいであり、ボランティアの佐々木惠子さん
は「日本語を教えるより日本を教える」姿勢が大事だと言っ
ていました。こども教室の子どもたちは、自らの意志で来
日したわけではないので、成人学習者と違い、多岐にわた
る支援が必要だと、ボランティアの長谷川庸子さんが指摘
しました。活動の時間が大きく制限される中で、子どもた
ちの学習への積極性をキープすることが肝心です。
　日本語の支援活動がKIFAの活動のすべてではありま
せん。菊地征夫さんと白井靖夫さんが紹介した災害時対
応チームと生活情報提供チームは、外国籍住民たちが直
面する生活問題の助っ人になっています。特に災害時に
命を守る対策や日本社会の制度などは、生活するうえで必
要不可欠な情報です。最後に、コロナ禍で活動ができな
くなっている交流イベントグループですが、ボランティア
の馬渕憲明さんからも「気軽に参加できる」企画をやって
いきたいという話がありました。
　人を国籍や見た目で判断せず、ともに日本で生きる仲間
として付き合うことが「多文化共生」の第一歩、KIFAの
新たな目標の一つになったかもしれません。

域社会という同じ土俵で生
活する市民です。支援が必
要な言葉の壁のようなもの
はありますが、生活情報へ
のアクセス、行政手続きの
難しさやごみ捨て問題など、
程度の差はあれ日本人も直面する課題です。ともに考えて
話し合えば簡単に解決することも多いはずです。
　違いを知ることは大切ですが、まず日常生活で外国人
の存在に慣れることが「垣根を下げる」うえで重要だとい
うことも繰り返し強調されていました。「慣れると寛容に
なる」のが人間です。そこからもう一歩踏み出して外国人
に声をかけてみる。同じ地域住民として共通の話題を話し
合えれば、実は違いというのは民族とか文化以前に個人
の違いです。『日本社会は均質ではなく、多様な考えや生
き方の人々で成り立っている』という、より広いそして「あ
たりまえ」の視点から、みんなが安心安全に楽しく暮らせ
る共生社会を目指せます。
　講演の後、技能実習生問題、難民認定や入管問題につ
いても質疑があり、多文化共生社会を目指すことで日本
人の意識を変えていく大切さが強調されました。ピッチ
フォードさんの本業である青少年援助については、また
じっくりと話が聞ける機会があることを期待します。

第一部
基調講演「“多文化共生”ってなんだろう？」

第二部
外国籍住民調査の報告とパネルスピーチ

発表者のみなさん

講師のピッチフォード理絵さん

2021KIFAの集い2021KIFAの集い
〜みんなで考えよう小平の多文化共生〜

11月28日（日）



　日本語能力試験 (JLPT)は、日本語を母語としない人の
日本語能力を測定し認定する試験で、7月と12月の年 2
回行われます。試験のレベルは初級のN5から上級のN1
まであり、受験科目は言語知識（文字、語彙、文法）、読解、
聴解があります。
　JLPT対策講座を希望する声は、ボランティアからも受
講生からも過去に何度もあがっていました。そこでKIFA
の日本語教室に通っている受講者にアンケート調査を行っ
たところ、過半数が受講したいと回答してきました。学習
者のニーズに応じたいという気持ちから、今回初めて試験
的に講座を開講しました。
　参加募集に当たっては、現在KIFAの日本語会話教室
に通っており、2021 年 12月の JLPT受験申し込みを済

ませた学 習
者に限 定し
ました。まず
10 月 23 日に
KIFA で模擬
試験を行い、
その結果をも
とに 3回の講

座を受けて試験にのぞみます。
　受講者 5名の出身国は、アメリカ、インドネシア、バン
グラデシュ、ベトナム、ガーナと多岐にわたります。試験
を受ける理由は、就職、仕事、生活のためと様々です。
　特徴的なことは、KIFAの日本語指導ボランティアは全
員有資格者であることです。講座では、受講生それぞれ
の弱点の克服を重点的に、試験問題への考え方、読解の
ノウハウ（文章を読むとき、文章と問題文を行ったり来た
りして解く、キーワードを探す、など具体的な解き方）を
学びます。まず問題文の読み方から理解しているか確認
します。自信がなさそうな場合は、少しでもやる気が出る
ように励まし、モチベーションをあげていくそうです。
　来日後、早期に JLPTに合格することで、進学や就職
への道が開かれることは、日本人外国人双方にメリットと
なります。例えば、N2を取得すると介護福祉士の試験が
受けられます。従来KIFAでは、JLPTの指導は行って
いませんでしたが、社会の変化に応じて新たな対応を模
索しています。日常生活の支援という形の日本語会話教
室から、一歩踏み込んだ試みになるでしょう。
　講師は、「日本でより良く生活するために力になってあ
げたい。今回初めてなのでなんとも言えないが、まずは試
しに行ってみて、何よりも学習者によかったと思ってもら
えるのが一番だ。」と語っていました。

　『やさしい日本語』とは、簡易な表現を用いる、文の構
造を簡単にする、漢字にふりがなを振るなどして、日本語
に不慣れな外国人にもわかりやすくした日本語です。最近
徐々に広まってきており、例えば小平市中央図書館では、
利用カードを作る際に、やさしい日本語のパンフレットも
作成しているそうです。
　今年度のやさしい日本語講座 3回のうちの最終日には、
20名が参加していました。この講座の受講生は皆熱心で、
欠席者がとても少ないそうです。4名の受講生と講師の山
本英子さんにインタビューしました。

《一番乗りで教室に来ていた女性》
　公民館などで日本語支援をしており、外国人の保護者
が持ってくる幼稚園の連絡帳などを一緒に読むことがあり
ます。大事なことを簡潔に伝えるために、要らない部分を
削ぎ落とすのが難しいのですが、この講座で実践するこ
とができました。
《初めて受講した男性》
　留学生の支援をしているので、それに役立てたいです。
日本語の、特に動詞は色々な表現があるので、伝え方が
難しいですが、この講座で基本的なことを学べました。

《�最前列で楽しそうに
受講していた男性》
　中国滞在歴があるた
め、中国系の人に日本
語を教えています。中
国の人には漢字を書け
ばある程度伝わるので
すが、やさしい日本語は、自分が教えているやり方とは違っ
て、面白いです。
《他のやさしい日本語講座も何回か受講している女性》
　保育園で働いていて、現在フィリピン、インド、エチオ
ピア出身の家庭の子どもを預かっています。日本語がほと
んど話せない保護者もいますが、そのような人に対しては、
あまり丁寧すぎない言葉で、短く確実に伝えています。ま
た、笑顔で話すように心がけています。
《講師の山本先生》
　10年前にはほとんど知られていなかったやさしい日本
語ですが、最近は市も後押ししてくれて、随分広まってき
ました。以前に比べると男性の受講生も多く、困った人を
支援する気持ちを持った人が増え、とても嬉しいです。

　授業の終わりには、任意での課題プリントが出され、大
半の受講生が真剣に取り組んでいました。困った人を支
援するため、熱心に勉強する姿に、頭の下がる思いでした。

やさしい日本語講習会やさしい日本語講習会
取材日：9月18日（土）

日本語検定試験対策講座日本語検定試験対策講座
取材日：11月6日（土）



編 集 後 記
　2021 年は KIFA30 周年の年でした。機関紙の創刊
号は 1991 年 8月に発行されています。ソ連が崩壊し
た年、日本もバブルが崩壊していました。10 年後の
2001年は、9.11同時多発テロの年です。20年目は3.11、
津波と原発事故の影響は今も続いています。そして
30年目、コロナ禍にも終息の気配が？ボランティア一
年足らずの私が言うな！でしょうが「継続は力なり」。
� （A.M.）
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◎プレスクール日本語教室	 2月5日・12日・19日・26日（土）
◎小学校ガイダンス	 2月20日（日）
　　　　　　　※詳しくはKIFAミニレターおよびHPをご確認ください。

これからの行事予定これからの行事予定多文化理解講座 in English
～ナイジェリア編～

10月2日（土）

多文化理解講座 in English
～アメリカ編～
10月16日（土）

URL http://www.kifa-tokyo.jp/ facebookやっています

　多文化理解講座の第一回目は、ナイジェリア南部の衣
装を身にまとって登場した、Michael A. Ogbugo（マイク）
さんによる国紹介でした。ジェスチャーを交えた分かりや
すい英語で、現地の文化から、来日して受けたカルチャー
ショックまで説明してくださいました。特に沢山の写真を
使った「ナイジェリアクイズ」は、非常に盛り上がりを見
せました。
　ナイジェリアは、アフリカトップの２億人という人口を
抱え、300以上の民族が暮らしており、500以上の言語が
あります。中でも3つの主要言語ハウサ、ヨルバ、イボが
存在していますが、英語が共通語になっています。マイク

さんの母語はイボ語です。
　また、来日してからは日本の電
子マネー化、レストランに長蛇の
列ができる事、タクシーのドアが
自動開閉する事など、自国との
ギャップをいくつも感じたそうで
す。このようなギャップを感じな
がらもマイクさんは、日本の四季
や和食、文化（餅つき、着物、習字）

　三週にわたって開催された｢多文化理解講座 ｣の最後
の講師は、オレゴン州出身のサラ・アンダーウッドさんで
す。ピアノの先生が神戸出身の日本人だったことから、日
本に興味を持つようになり、高校生の時にはじめて来日し
ました。早稲田大学で留学生として一年間学んだ後再来
日され、二年間小平市役所に勤務、今年の８月から東京
都環境局で働いています。まずはアメリカの一般的な概要
についてお話され、その後はオレゴン州についてスライド
を用いて詳しく説明してくださいました。
　オレゴンが1859年にアメリカ合衆国の州となるまでは、
多くの先住民が住んでいたそうです。カナダのバンクー
バーにとても近く、広大な森林や川、湖など豊かな自然に
恵まれ、有名な観光地も数多くあり、ワイン造りも盛んで
す。ナイキやアディダスの本社があったり、ポートランド

を非常に好んでいます。観光も好きだそうで、「好きな場
所は（たくさんありすぎて）選べない！」と仰っていました。
　質問コーナーでは、マイクさんが日本語で「遠慮しない
でください」と言ってくださり、皆さん英語を使って積極
的に質問をしていました。交通面では、日本からナイジェ
リアへの直行便は無く、ドバイなどで乗り換えをして行き
ます。食事の面では、ナイジェリア料理ではヤム芋から作
るフフが有名です。ガーナ料理に似ている為、六本木・新宿・
原宿でもナイジェリア料理を楽しめるとの事でした。マイ
クさん自身も、日本で暮らしていて故郷の料理が恋しくな
ると、足を運ぶそうです。
　マイクさんは電気工学を学ぶために来日し、現在は小学
校でALT（外国語指導助手）をしています。日本の文化
を好み、「将来も日本で働き続けたいし、日本で学んだ技
術によって自国の発展にも貢献したい」と仰っていました。
今後もマイクさん持ち前の明るさで、ナイジェリアの魅力
を発信してほしいですね。

ではエコへの取り組みも早くから
積極的に行われ、交通手段も自転
車や路面電車を利用する人が多い
そうです。また、コミュニティガー
デンやファーマーズマーケットで作
られた野菜を買うなど、地産地消
にも力を入れていて、ポートランド
の人々の環境や食に対する意識の
高さを伺い知ることができました。
　札幌市を筆頭に姉妹都市提携を結んでいる市がいくつ
かあったり、多くの日本企業もオレゴン州へ進出していま
す。日本の着物や切り絵なども人気があり、抹茶やおにぎ
り、日本庭園も好まれているのだそうです。オレゴン州に
は消費税がなく、この話が出た時には思わず受講者から羨
む声が出ていました。
　講座の終わりには質問の時間が設けられ、多くの質問が
出てたことからも、関心の高さがうかがわれました。




